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せることによって実現しようとする。本土滞在は 1925 年 7 月 7 日から 18 日間。この間、









生を台湾人に限定したが、1922 年の内地延長主義的勅令第 22 号「新台湾教育令」を以って
日本人と台湾人の共学制となる。この制度は野球部の民族構成にも影響を与え、日台混成
チーム（より正しくは、日本人、漢民族、原住民の三族混成）の出現を促したが、最も成
功した例が嘉農であった。嘉農は 1928 年 4 月に野球部を設けるが、その際の民族構成は日




1928 年末で、以後、独自の厳しい指導により嘉農は頭角を現し、1931 年の第 9 回全島中等
学校野球大会で優勝し、その年 8 月の第 17 回全国中等学校優勝野球大会（甲子園大会）に
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